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 01   ステークホルダーとの連携 

      
重 点 施 策 ⑪ 積極的な PR 活動 

ステークホルダーの事業理解を促進し、さらにはよりよい水道事業の共創をめざし

て、積極的な PR 活動に取り組みます。 

― PR 戦略の策定 ― 

効果的・効率的に PR 活動を推進するため、新たな PR 戦略を策定し、計画的に実行

します。 

これまでの広報活動は法令で定められた情報公開にとどまっていました。新たに策定

する PR 戦略では、水道事業の価値や課題をわかりやすく伝える「積極的な情報発信」

と、みなさんの声を聴いて事業に反映させていく「広聴の充実」による双方向のコミュ

ニケーションによって、広報活動から PR 活動へと転換します。 

また、現在だけでなく将来世代も含めた水道使用者との関係を軸に、地域や関係事業

者などすべてのステークホルダーとのつながりを重要視することで、持続可能な水道事

業を一緒に創り上げていく未来をめざします。 

 〇PR 戦略の構想 
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重 点 施 策 ⑫ 包括業務委託と広域連携の推進・拡充 

人材不足の解消、技術継承や災害対策を行い、安全・安心で安定的な水道事業の継続

をめざして、包括業務委託と広域連携の推進・拡充に取り組みます。 

― 包括業務委託の推進・拡充 ― 

令和７（2025）年度から開始した包括業務委託によって、職員はコア業務▲1 に注力

できるようになり、人材不足のなかでも持続可能な水道事業に向けた重要な業務に人員

を割くことが可能となりました。一方のノンコア業務▲2 では、民間の技術力・専門性を

活かしたサービスの向上や技術の安定化などが可能となりました。 

今後の包括業務委託の展望は、現在の委託内容にとどまらず、今後職員のなかで不足

していくノンコア業務の知識や経験を、職員やコア業務にフィードバックさせる仕組み

を取り入れたり、PR 活動の協力体制を構築したり、包括業務委託受注者との更なる連

携強化を検討し、安全・安心で安定的な水道事業の継続をめざします。 

また、水道だけでなく、下水道も含めた上下水道一体の包括業務委託の検討を加速さ

せます。 

― 広域連携の推進 ― 

他水道事業体と共同して、薬品や資材を購入したり、工事・業務を発注したりといっ

たコスト削減への取組、知識・ノウハウを共有するための技術交流や災害時の相互支援

体制の強化など、技術継承や災害対策への取組を推進します。 

広域連携では、近隣事業体と連絡管をつないだり、水道施設を共有したりといったハ

ード面の連携もありますが、これには大きな費用と労力が必要となります。 

そのため、まずは市内全域の水運用をめざす施設の統廃合計画の実行を優先しなが

ら、より効果的な広域連携のあり方の検討を継続していきます。 

〇包括業務委託の展望 

 

▲1【コア業務】 
事業の方向性や判断を担う、事業の中心となる業務。 
▲2【ノンコア業務】 
日常的な運営や事務など、事業の中心とはならないが、必要不可欠な業務。 
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 02   業務の連携 

      
重 点 施 策 ⑬ DX でつなぐ業務連携 

業務連携による人材不足の解消、技術継承や水道供給サービスの維持・向上をめざ

し、DX▲1 を推進します。 

― 上下水道料金システムの再構築 ― 

現在使用している上下水道料金を管理するシステム（料金システム）は、本市の料金

体系に特化したオーダーメイドのシステムとなっていますが、今後定期的に行っていく

料金見直しを見据えて、標準的なシステムに再構築します。 

標準的なシステムの導入によって、料金改定などの制度変更対応の柔軟さや保守の容

易さなどの運用の安定性を確保することで、財政的な負担を軽減しながら、サービスを

維持することができます。 

また、料金システムと水道管路台帳システムなどの本市水道事業システムとの連携

や、スマートフォンアプリとの連動といったサービスの向上に向けた拡張性を持たせる

ことができます。 

― データガバナンスの確保 ― 

DX に向けた保有情報を適正に管理するデータガバナンス▲2 の確保に取り組み、DX

の推進を加速させます。 

前述の料金システムとその他システムとの連携や AI を活用した水道管の劣化診断な

どには、統一された形式と正確性や高い情報セキュリティが求められます。 

そのため、適切な情報の規格の設定やマニュアル化などによる統一的なデータ管理を

行うとともに、情報セキュリティポリシーを水道事業独自で策定するなど、情報の機密

性を確保しながら、取り入れる先進技術の効果を最大化させます。 

〇水道事業システムの連携イメージ 

 

※先進技術は一例で、すべてを活用するものではありません。 

▲1【DX】 
デジタル・トランスフォーメーション（Digital Transformation）の略。AI やビッグデータなどのデジタル技
術を活用して、業務効率化を図るだけでなく、組織そのものに変革をもたらすこと。 
▲2【データガバナンス】 
保有するデータ資産を適切に管理・統制し、活用できる状態を維持するための仕組みやルール、体制のこと。 
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重 点 施 策 ⑭ 内部連携による組織力の強化 

高い専門性が求められる水道事業のコア業務を担う水道課内のさらなる連携による人

材育成を推進し、組織力の強化を図ります。 

― 事業理解の深いスペシャリストの育成 ― 

公営企業である水道事業は、何百億円もの投資をしたインフラ事業を水道課単独で運

営していかなければなりません。この事業運営は、資産の維持管理、更新、事業の計画

や経営などさまざまな業務が関連し合うものですが、その実務は業務ごとに人員を割り

振り、個別に進捗していくことになります。 

そのため、自身への業務知識の深化は進みますが、水道事業全体をとらえた上での業

務遂行ができないため、結果として非効率な事業運営となるおそれがあります。 

これを回避するため、経営を理解した工事担当者や工事を理解した経理担当者など、

水道事業全体の理解を深め、担当業務を成立させる基盤の理解を備えたスペシャリスト

を育成し、限られた人材の価値を最大化させることで、効率的・効果的な事業運営をめ

ざします。 

具体的な取組として、外部研修の積極的な受講はもちろん、係の範囲を超えた業務へ

の参画や勉強会の開催など、担当業務以外の知識や経験を得る機会を付与する仕組みづ

くりを行います。 

また、包括業務委託によって疎遠になったノンコア業務は、緊急時の対応力や業務の

判断能力の基礎となる業務です。そのため、ノンコア業務の知識・経験を得て、より安

定的に事業を運営するため、包括業務委託受注者との技術交流の検討を進めます。 

 

「ビジョン策定はオール水道課で！」 

 このビジョンの策定は、水道課職員全員
で取り組みました。 
 年齢や担当業務にとらわれない自由な組
み合わせによるブレインストーミング（複
数人でアイデアを自由に出し合う発想法）
で本市水道事業の課題を出し合いました。 

200 件を超える課題の中から重要な課題
の解決策を、担当業務の枠を超えたワーキ
ンググループを構成して検討しました。 
 職員全員が正しく課題をとらえ、一丸と
なって解決に取り組む素地を育むととも
に、自身の担当業務以外の知識に触れる学
びの機会となり、業務の深化につながりま
した。 

〇ブレインストーミングのようす 

〇ワーキンググループのようす 
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 01   事業計画スケジュール 
フォローアップに先立ち、このビジョンで示す重点施策の主要な事業計画スケジュー

ルをまとめます。 
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 02   投資・財政計画 

フォローアップに先立ち、次の考え方に基づいた 10 年間の財政収支の詳細な見通し

（重点施策⑦で示した B パターンと同じ）を示します。 
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― 目標水需要予測 ― 

このビジョンで示す重点施策を実施することで想定される水需要予測では、有収率の

目標値を令和 37（2055）年度に 75.0％としています。 
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  計 画 の 適 正 な 見 直 し 

 01   ビジョン・経営戦略の見直し 
このビジョンに掲げる基本理念の実現に向け、３つの事業方針に基づく重点施策を計

画的・効率的に推進していくため、重点施策ごとの計画（Plan）を定め、それを実行（Do）

し、その到達点を点検・評価（Check）し、計画を見直し改善（Action）する PDCA サ

イクルにより、計画の進捗管理を行います。 

このビジョンの計画期間は 30 年間と長期間にわたることから、毎年度の計画の進捗

管理とあわせて、水道事業をとりまく社会変化や達成状況などを踏まえ、５年ごとの見

直しを行い、ローリングによるフォローアップを行います。 

また、このビジョンに組み込んでいる経営戦略も、ビジョンと同様に、毎年度の進捗管

理と５年ごとの見直しによるフォローアップを行い、10 年ごとに改定を行います。 

〇PDCA サイクルのイメージとフォローアップのスケジュール 
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― 進捗管理指標 ― 

進捗管理は、重点施策ごとに管理指標を設け、目標値を設定して行います。 

管理指標ごとの目標値は、ビジョンの見直しを行う前年度までの５年間ごとに設定し、

設定した目標値の達成度合いに応じて５年ごとの見直しを行います。 
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 02   計画事業の見直し 

このビジョンの重点施策に基づいた計画事業を実施する際には、迅速な意思決定を行

う際のフレームワークであるOODA
ウ ー ダ

ループを活用してフォローアップを行います。 

このビジョンに基づく各事業は、水需要予測や財政収支見通しなど、将来の状況を予

測した推計値を基に、全体的・俯瞰的な視点で計画しています。そのため、計画時点と実

際に事業を行う時点とでは数値が異なっていたり、個別の現場状況を網羅できていなか

ったりする場合があり、これらを考慮せずに計画事業を計画通りに実行することで思わ

ぬ変化や悪影響をもたらす可能性があります。 

これを回避するため、PDCA サイクルにおける実行（Do）のなかで、計画時と現状と

の違いや計画外の事象を観察（Observe）し、事業実施の方向性が正しいかを判断

（Orient）し、必要に応じて修正などを行いながら実際の行動を決定（Decide）し、行

動（Act）する OODA ループを活用することで、全体計画に則りながら、個別の事情を

反映させた、効果的な実行（Do）が可能となります。 
 

〇OODA ループのイメージ 

 

OODA ループは、観察（Observe）・状況判断（Orient）・意思決定（Decide）・実行（Act）の４要
素を高速で循環（ループ）させる意思決定のフレームワークです。 

じっくりと計画を立ててから行動に移る PDCA サイクルとは異なり、現状把握から即座に行動に移
る迅速さと、状況の変化に応じて、どの段階からでもすぐに再ループを行うことができる柔軟性があり
ます。 


